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赦
し
と
追
憶
の
日
々

執
事 

ケ
ビ
ン
・
シ
ー
バ
ー

 

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

　
私
は
「
嘆
願
」
や
「
共
同
懺
悔
」
を
信
仰
生

活
の
手
引
き
と
し
て
と
ら
え
ま
す
。
懺
悔
す

べ
き
こ
と
が
分
か
っ
た
ら
、
そ
の
正
反
対
の

こ
と
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　「
共
同
懺
悔
」
の
中
で
、「
主
に
赦
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
る
」

こ
と
の
た
め
に
赦

し
を
求
め
ま
す
。
思

い
起
こ
す
と
い
う

の
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
一
つ
の
柱
だ
と

思
い
ま
す
。
暗
闇
の

中
で
、
か
つ
て
神
様
が
ど
う
な
さ
っ
た
か
と

い
う
こ
と
を
思
い
起
こ
す
と
、
励
ま
さ
れ
ま

す
。
神
様
が
そ
の
民
を
エ
ジ
プ
ト
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
聖
餐

式
で
は
キ
リ
ス
ト
の
贖
い
の
犠
牲
を
記
念
し

ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
の
過
去
に
お
い

て
、
神
様
が
何
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
を
も

顧
み
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
神
様
が
私
を
苦
し
み
の
穴
か
ら
引
っ
張
り

あ
げ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
私
の
罪
を
赦
し
、
心
の
傷
を
い
や
し
、

新
し
い
生
き
る
力
を
与
え
、
明
る
い
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
忘

れ
る
と
、
今
の
悩
み
に
圧

倒
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
主
の
憐
れ
み

を
思
い
起
こ
せ
ば
、
将
来

に
対
す
る
希
望
と
現
状
に

対
す
る
勇
気
が
与
え
ら
れ

ま
す
。
以
前
と
同
様
、
神
様

が
助
け
て
く
だ
さ
る
と
分
か
る
か
ら
で
す
。

　
東
京
教
区
は
今
、
大
変
な
時
期
に
あ
り
ま

す
が
、
か
つ
て
主
が
な
さ
っ
た
こ
と
、
私
た

ち
を
暗
闇
か
ら
救
い
出
し
、
ご
自
分
の
愛
す

る
子
供
た
ち
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
思

い
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
を
見
捨
て
ら

れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
、
私
は
強
く
確

信
し
て
お
り
ま
す
。  

　(

三
光
教
会
牧
師
補)
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２９（日）復活節第４主日
主教巡回　清瀬聖母教会

城南Ｇ聖歌フェスティバル

　　　　   （聖アンデレ）
３０（月・休）下町Ｇピクニック

　　　    （葛西臨海公園）

環状Ｇ合同礼拝  （全生園）
５月

　４（金）聖公会平和ネット関東大会

　　　　　　（聖バルナバ）　
　６（日）復活節第５主日

主教巡回　真光教会

　７（月）人権委員会
　８（火）銀座朝祷会

常置委員会

教財務サービス委員会
フェスティバル：イベント

部会（池袋）

　９（水）エルサレム教区協働委員会
１０（木）下町Ｇ牧師協議会

１１（金）広報委員会

フェスティバル:礼拝部会
１２（土）カパティラン・コンサート

　　　　　（聖アンデレ）

　
◇
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂
「
オ

ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
＆
夕
の
祈
り
」

　
５
月
２
日
（
水
）
18
時
半
、
19
時

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
。
演
奏
者
は
渋
澤
久

美
。
入
場
無
料
（
会
場
献
金
）
。

　
◇
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
　

▽
聖
パ
ウ
ロ 

５
月
11
日
（
金
）
12
時

20
分
、オ
ル
ガ
ン
＝
花
澤
絢
子
　
▽
聖

テ
モ
テ 

15
日
（
火
）
12
時
30
分
、
ソ

プ
ラ
ノ
＝
高
柳
章
江
、オ
ル
ガ
ン
＝
佐

藤
礼
子
　
▽
神
田
キ
リ
ス
ト 

16
日

（
水
）
12
時
20
分
、
オ
ル
ガ
ン
＝
森
武

靖
子
　

◇
堅
信
受
領

４
月
８
日
　
池
袋
聖
公
会
で
　
▽
遠

山
望
（
池
袋
）

４
月
15
日
　
聖
救
主
教
会
で
　
▽
荒

川
恵
理
子
▽
大
竹
恭
広
（
聖
救
主
）

４
月
22
日
　
聖
マ
ル
コ
教
会
で
　
▽

大
久
保
浩（
聖
マ
ル
コ
）

 今週・来週の予定

４月２９日～５月１２日

◆
と
こ
し
え
の
平
安

４
月
12
日
　
吉
益
　
明
（
81
）聖十

字

４
月
13
日
　
吉
田
　
實
（
85
）

聖
ア
ン
デ
レ

４
月
17
日
　
村
田
　
敏
郎
　（
87
）

　
目
白

４
月
20
日
　
古
谷
　
き
よ
（
98)　

真
光

　
◇
前
号
既
報
の「
聖
公
会
神
学
院
を

め
ぐ
る
問
題
と
東
京
教
区
の
理
解
」に

つ
い
て
、
主
教
よ
り
、
不
適
切
な
表
現

が
あ
る
た
め
配
布
を
取
り
や
め
る
旨
ご

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。　
　
広
報
委
員
会◇次５月６日号を休刊します。

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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◇
信
徒
講
座
〈
教
会
の
歴
史
〉
＝

信
仰
と
生
活
委
員
会
主
催
　
５
月
18

日
（
金
）
19
時
、
教
区
会
館
。
「
教

会
改
革
の
足
跡
〜
第
16
世
紀
、
宗
教

改
革
へ
２
」（
「
権
威
」
の
崩
壊
、
分

離
・
分
裂
に
向
か
う
趨
勢
）
、
講
師
＝

竹
内
謙
太
郎
司
祭
。
参
加
費
５
百

円
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
７
月
ま
で
（
毎

月
第
３
金
曜
）。照
会
先
＝
教
区
事
務

所
宣
教
主
事
宛
。

　
◇
信
仰
と
生
活
委
員
会
青
年
支
援

部
主
催
「
長
崎
・
生
野
現
場
研
修
＝

青
年
活
動
合
同
報
告
会
」
　
５
月
19

日
（
土
）
14
時
〜
16
時
、
東
京
教
区

会
館
３
Ｆ
。
長
崎
（
長
崎
に
立
つ
＝

平
和
を
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
生

野
・
釜
ヶ
崎
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
で
行
わ
れ
た
全
国
集
会
に
参

加
し
た
青
年
３
人
に
よ
る
報
告
会
。

照
会
は
教
区
宣
教
主
事
宛
。

　
◇
聖
公
会
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関

東
大
会
　
昨
秋
、
発
足
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
世
話
人
に
東
京
か
ら
前
田

良
彦
司
祭
・
関
ノ
リ
子
）
の
、
横
浜

と
北
関
東
両
教
区
と
連
動
し
て
の
第

１
回
関
東
集
会
が
５
月
４
日（
金
）・

５
日
（
土
）
の
両
休
日
、
神
田
キ
リ

ス
ト
教
会
で
開
か
れ
る
。
同
ネ
ッ
ト

平
和
問
題
と
取
り
組
む
趣
意
確
認
、

活
動
方
法
、
今
後
の
活
動
計
画
な
ど

に
つ
い
て
の
協
議
が
中
心
。
参
加
申

込
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
宿
泊
、
参

加
費
な
ど
の
照
会
は
事
務
局
聖
パ
ウ

ロ
教
会
・
李
民
洙
司
祭
宛
に
。
電
話

03
（
３
７
１
０
）
６
０
３
１
。
各
教

会
・
礼
拝
堂
宛
案
内
書
参
照
。

　
◇
銀
座
朝
祷
会
（
第
２
・
４
火
曜

７
時
半
〜
９
時
半
／
ル
ノ
ア
ー
ル
喫

茶
室
ニ
ュ
ー
銀
座
）
　
▽
５
月
８
日

＝
感
話
・
大
久
保
忠
昭
（
モ
ニ
カ
会

会
長
）
。
▽
22
日
＝
感
話
・
正
木
実

（
キ
ー
プ
協
会
専
務
理
事
）
。
照
会
先

＝
教
区
事
務
所
宣
教
主
事
宛
。

　
◇
西
新
の
会
（
西
武
新
宿
線
沿
線

集
会
＝
第
２
火
曜
19
時
半
〜
21
時
・

第
４
火
曜
10
時
半
〜
12
時
／
井
草
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
）
　
▽
５
月
８
日

＝
聖
餐
式
・
高
橋
顕
司
祭
。 

▽
22
日

＝
聖
書
の
学
び
・
河
野
裕
道
司
祭
。

照
会
先
＝
目
白
聖
公
会
・
電
話
03

（
３
９
５
１
）
５
０
１
０
。〔
前
号
関

連
記
事
の
誤
記
訂
正
〕

　
◇
カ
パ
テ
ィ
ラ
ン
・
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
（
チ
ェ
ロ
＆
ピ
ア
ノ
＝

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
）
　
５
月
12
日

（
土
）
15
時
〜
、
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
。

演
奏
＝
三
宅
進
＆
崔
善
愛
。
チ
ケ
ッ

ト
２
千
５
百
円
（
予
約
制
・
全
自
由

席
）
。
予
約
・
照
会
電
話
03
（
３
４
３

２
）
６
４
４
９
。
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
41

 

　
審
判
廷
審
判
員
っ
て
…

　
先
の
教
区
会
で
、４
年
振
り
に
教
区

審
判
廷
審
判
員
が
承
認
、任
命
さ
れ
ま

し
た
。
審
判
員
の
総
数
は
、
教
区
主

教
、
司
祭
・
信
徒
各
３
名
の
計
７
名

で
、
任
期
は
４
年
で
す
。
ど
の
よ
う
な

お
役
目
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
罪
を
犯
し
た
者
に
忠
告
し
て
も
聞
き

入
れ
な
い
場
合
に
、「
教
会
に
申
し
出

な
さ
い
」（
マ
タ
イ
18
・
15
〜
17
）
と

イ
エ
ス
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、教
会
と

い
う
共
同
体
の
秩
序
を
乱
す
者
、宣
教

の
働
き
の
障
害
と
な
る
者
が
い
る
場
合

に
、
懲
戒
を
申
し
出
る
と
こ
ろ
、
ま
た

そ
の
懲
戒
の
是
非
を
審
議
す
る
と
こ
ろ

が
審
判
廷
で
す
。
教
役
者
・
信
徒
は
審

判
廷
に
よ
ら
な
け
れ
ば
懲
戒
さ
れ
な
い

こ
と
、
そ
の
た
め
に
管
区
・
教
区
に
審

判
廷
を
置
く
こ
と
が
法
規
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
懲
戒
は
、
戒
告
、
職
務
の
停
止
、
陪

餐
停
止
な
ど
で
、不
服
申
立
を
考
慮
し

て
二
審
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。懲
戒
の

事
由
は
日
本
聖
公
会
法
規
の
違
反
な
ど

で
す
が
、
聖
職
・
伝
道
師
・
信
徒
に
共

通
し
て
い
る
の
は｢

著
し
く
不
道
徳
ま

た
は
不
正
で
あ
る
こ
と｣

で
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も｢

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

を
し
、し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

せ
ず｣

と
い
う
懺
悔
の
言
葉(

祈
祷
書
19

頁
他)

が
当
て
は
ま
り
ま
す
。
審
判
は

懲
戒
申
立
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す

が
、随
時
開
廷
で
き
る
よ
う
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
審
判
廷

を
開
く
こ
と
な
く
、す
べ
て
の
こ
と
が

平
安
と
和
解
の
う
ち
に
行
わ
れ
る
よ
う

願
い
ま
す
。

　
　
　
　
教
区
主
教
チ
ャ
プ
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
司
祭 

鈴
木 

裕
二

《
今
、こ
の
教
会
で
は
…
》聖

救
主
教
会

　
深
川
一
帯
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
造

ブ
ー
ム
が
続
い
て
お
り
、
人
口
増
加

が
激
し
い
。そ
の
ゆ
え
か
、教
会
が
建

て
た
幼
稚
園
や
保
育
園
あ
る
い
は
老

人
ホ
ー
ム
も
、
入
園
希
望
に
応
え
き

れ
な
い
。
こ
う
し
た
私
達
の
諸
施
設

に
集
う
人
は
、
入
居
者
・
園
児
・
送
り

迎
え
を
す
る
人
・
働
き
人
を
加
え
る

と
、日
々
６
百
人
を
越
え
る
。教
会
は

小
さ
い
け
れ
ど
、
こ
れ
は
大
変
な
宣

教
現
場
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
教
会
に

も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
園
児
や
そ

の
親
達
が
日
曜
学
校
に
導
か
れ
、
毎

回
30
人
程
が
集
う
。
最
近
そ
の
中
か

ら
受
洗
者
・
堅
信
者
が
出
始
め
た
。

老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
も
礼
拝
に
出

る
。
希
望
が
あ
る
。 

 
(神

﨑
雄
二)


